
複雑な塑性加工等大変形問題にすごい威力発揮！

従来は諦めていた「せん断変形現象予測」も！
「完全な延性破壊の発生と進展」を、最新の延性破壊条件
式を導入，静水圧を正しく考慮して解析し，「ダレ」「バリ」「せ
ん断面・破断面」を再現します．

他の解析ソフトでは困難な静的な座屈現象等複雑な大変形
問題や工具対材料や変形体同士の複雑な接触過程を有す
る塑性加工問題にすごい威力を発揮します.

理化学研究所にて独自開発された静的陽解法ＦＥＭソル
バーを採用しており，従来のソフトウェアでは解が発散して困
難な問題でも必ず解（結果）得ることできます.

厚板プレス加工解析（２次元軸対称）

構造解析（部材変形限界）

せん断加工解析（破断・せん断面）

引抜加工解析

冷間鍛造解析

圧延解析

■お問い合わせ■ 担当：齋藤
TEL: 048-299-2290 Mobile:090-2533-7303
E-mail: saito@trialpark.co.jp

〒351-0006 埼玉県朝霞市仲町1-11-11
Tel.048-299-2290 Fax.048-299-2290

● 朝霞事業所●



手軽で，使いやすく，しかもリーズナブルな非線形構造解析ソフトウェア

は，高価で導入を諦めていた方，操作がむずかしすぎて困っている方，手軽に使える解析

ツールがほしいと思っていた方のために開発されたソフトウェアです．

は，有限要素法を用いた高精度な弾塑性解析機能を提供しながら，独自技術であるRmin

法の採用により，弾塑性解析でも解が発散することなく安定的に精度の高い計算を実現しています．

TP-STRUCTの特長

⚫Robust    （堅牢性）

⚫Accurate （精確性）

⚫Reliable   （信頼性）

は，従来の弾塑性解析ソフトウェアにはない「せん断加工」等さまざまな大変形（塑性加

工）過程を予測できる機能を持ち，３つの強み（Robust，Accurate，Reliable）を実現しています．

複雑な大変形問題でも，人為的なパラメータ検討を必要とせずに計算途中で止まることなく短い計算

時間で必ず結果（解）を得ることができます．確実性と迅速性を求めるユーザーの方々には最適なソフ

トウェアです．

陽解法で問題となる計算過程で生じる力の不釣り合いを解消するアルゴリズムの導入により，スプリ

ングバックや座屈変形（しわ発生）等の高度な現象予測精度が，従来に比べ飛躍的に向上しています．

「TP-STRUCT」は，国内（理研）発のオリジナルソフトウェアです．お客様のさまざまな解析に関する要

望や仕様にも対応できる柔軟かつ迅速なカストマイズ環境と技術力を提供することができます．

静的陽解法について

静的陽解法は、弾塑性材料が受ける複雑な変形による歪や応力の急激な変化等に対応するために，有

限な線形増分に置き換えて近似的に線形化して現象を表し，それらを増分として扱う新たな変形方程式

を定式化していく方法です。

この方式により，非線形を対象とした方程式を解くことにおいて不可避であった繰り返し収束計算は不要

となり，いかなる設定条件下でも解が発散せずに安定して計算を行なうことができます．

第6工程 第7工程第5工程第4工程第3工程第2工程第1工程(下死点）

第１工程（成形開始時）

被加工材１/４サイズ

第１工程（10mm成形時） 第１工程（20mm成形時）

絞り成形解析（しごき成形加工）
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